
2023年11月30日

将監西小学校 学校運営協議会
【欅っ子応援団】
令和5年度 活動報告
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身近な活動にするために・・・
活動スケジュールと熟議の様子
協議会の位置づけ
『育てたい子ども像』を図示化
【実績】(1)『大きもだめし大会』の振返り結果

(2)『今後やってみたいイベント』を抽出
(3)地域の方に手伝っていただきたいこと
(4)欅っ子応援団の活動を広報

今年度の活動の振返り
今後の協議会活動のポイント

【協議会 委員（敬称略）】
学校運営協議会:石黒会⾧(南町内会代表代行)

二階堂副会⾧(民児委員)
泉第二幼稚園:仲野園⾧
将監西児童館:後藤館⾧
地域防災リーダー:磐井SBL
西町内会:伊藤会⾧
南町内会:佐藤(節)副班⾧
公団自治会:菱沼会⾧
学校支援地域本部:大槻SV
西小PTA:遠藤会⾧、砂澤副会⾧、佐藤(祥)副会⾧
西小教員:髙橋校⾧、鈴木教頭、菊地教務主任
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身近な活動にするために・・・
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学校運営協議会を『身近な活動』にするために、以下の取組みを行う。
活動方針を明確にする
知覚動考(とも かく うご こう)

知って、覚えて、動いて、考える。動く前に考えすぎない。60点OK主義で。
いつでも『子供が中心』を意識する（迷った時の拠り所とする）

活動を沢山行い、小さな成功を数多く経験する
振返りを行いCAP-Do(Check-Action-Plan-Do)回す
協議会に愛称を付け、親しみやすくする
イメージキャラクタを設けてみる（既存の西仲丸のお友達を作る）
ITツールの活用
メンバー間で、タイムリーに、且つ気軽に情報共有や相談できるように、
LINEオープンチャットを活用する

活動の広報
専用の広報紙を検討する。また、年度末のPTA広報紙の活用も考慮する。

熟議は可能な限り『見える化』する
ポストイット(付箋)を使い、議論を可視化し、意見を出しやすくする
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活動スケジュールと熟議の様子
11/298/297/286/285/301/24

【2:具体的取組みの検討/実践】【1:理想の姿の策定】【0:協議会の立上げ】目
的

•地域との連携
方法を検討す
る

•具体的な取
組みを計画す
る

•熟議により理想の姿を確定す
る

•協議会の位置づけ
/関連組織との関
係を明確にする

•協議会の進め方を
確定する

•コミュニティ・スクール
制度を理解する

•学校運営協議会の
仕組みを理解する

•教職員から出
された「地域の
方に手伝ってい
ただきたいこと」
の実践を具体
化する

•大きもだめし
大会を振返る

•今後やってみ
たいイベントを
抽出する

•『育てたい子
ども像』と
『グランドデ
ザイン』の整
合性を確認
する

•理想の姿『育
てたい子ども
像』の要素を
明確にする

•熟議に関する基礎
知識を学ぶ

•西小グランドデザイ
ンを理解する

•他校事例を知る

•協働型学校評価の
結果を把握する

•次年度の課題と目標
について協議する

ア
ク
シ
ョ
ン

•手伝っていただ
きたいことリスト

•振返り結果
•イベントリスト

•『育てたい子
ども像』

•『育てたい子ど
も像』の要素

•協議会の位置づけ•協議会の立上げ成
果
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協議会の位置づけ

【西小】
校⾧
教頭
教員
職員

欅っ子（西小っ子）

協力
要請

支援
提案

【欅っ子 応援団】 《活動方針:子供を中心に、知覚動考》
団⾧:学校支援地域本部（西小笑顔のWA!）大槻SV
• 各種イベントへのアドバイスを行い、団⾧付と共に推進する
• 学校側からの協力要請やお助け隊からの支援/提案を団員と調整する

副団⾧:PTA会⾧/副会⾧
• 保護者の参加/協力を促す
• 委員会活動でのお助け隊活用

お助け隊(仮称) :サポーターやボランティアを派遣する地域団体等
親父の会(仮称) 13丁目町内会 西町内会 南町内会 公団自治会
泉第二幼稚園 将監西児童館 民生児童委員 SBL
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学校運営協議会
学校運営や必要な
支援に関する協議を
行う合議体。
イベントの実施案や
困り事を協議し解決
に導く。

団⾧付:教頭/地域連携担当教員
• 団⾧と共に各種イベントを推進する
• 「親父の会(仮称)」を立上げる

わくわくする楽しいイベント、支援やお手伝い

団員(協議会委員):お助け隊との連絡役
• 団⾧/副団⾧からの要請を所属するお助け隊へ展開する
• 所属するお助け隊からの支援を団⾧/副団⾧へ提案する
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『育てたい子ども像』を図示化
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【実績1】『大きもだめし大会』の振返り結果(1)

【Keep:良かったこと】
• 大人も子供も、西小卒業生も多く参加してくれた
• ボランティアを含め、みんな楽しくできた
• 実施時間やコースの設定などが上手くできた

【Problem:問題だったこと、直した方がよいこと】
• 事前準備が十分でなかった
• スタッフ申込時の連絡先記入欄が不足していた
• 親交を深めることができなった
• 地域住民の参加がなかった

【Try:改善案、次の活動でやってみたいこと】
• 運営体制をきちんと準備する
• 地域住民の参加も促進する
• やってみたいイベントが数多く出された

7月28日に実施した『大きもだめし大会』について、Keep(良
かったこと)、Problem(問題だったこと、直した方がよいこと)、
Try(改善案、次の活動でやってみたいこと)の三つの観点で振
返りを実施した。意見は付箋(ポストイット)で可視化。
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【実績1】『大きもだめし大会』の振返り結果(2)
振返り結果から、『企画』 や 『当日の運営』 の段階に、Problem(問題だったこと、
直した方がよいこと)やTry(改善案、次の活動でやってみたいこと)が多かった。

例えば・・・今後のアクション内容
事前の準備や段取りを入念に行う
• 体制表やタスクリストにまとめる

企画段階で運営体制を明確にする
当日の役割分担/タイムスケジュールを決める
必要な機材(インカム(トランシーバー)やメガ
ホン(拡声器)、懐中電灯など)等の手配

将監中学校運営協議会と連携
（年度初めに情報共有する）

将監中ココ活ボランティアの活用

• 地域の方にスタッフで参加頂く
• 防災訓練と抱き合わせる

地域の方の参画を図る

• アフターの企画
• おやじの会(仮称)の立上げ

楽しむ、楽しくやる

欅っ子通信へ掲載し地域回覧する活動内容/結果の地域への広報

今後に向けてのアクションは・・・
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【実績2】『今後やってみたいイベント』を抽出
提案された各イベントは、それぞれに準備期間・費用・スタッフ数・許認可要否などから実施の容
易性を判断し、出来るものから実施していく。

初めから高い(大きな)成果を求めず、“60点OK” 主義で、成功体験を積上げる。



8 ©2023 将監西小学校 学校運営協議会 【欅っ子応援団】

【実績3】地域の方に手伝っていただきたいこと
教職員からリクエストされた 「手伝っていただきたいこと」 について、
詳細な支援内容や対応時期、頻度を確認し、
お助け隊(サポーターやボランティアを派遣する地域団体等)にて
支援者の選任を進めることとなった。
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【実績4】欅っ子応援団の活動を広報
学校運営協議会「欅っ子応援団」の活動内容を保護者や地域に伝える
ため、学校運営協議会だより『欅っ子応援団通信!』を3回発行した。



10 ©2023 将監西小学校 学校運営協議会 【欅っ子応援団】

今年度の活動の振返り
今年度の協議会の活動について、熟議の進め方や実施内容などを対象
にし、振返りを実施。意見は付箋(ポストイット)で可視化。

振返り結果（○:良、 △:対策が必要、 ×:改善/見直しが必要）分類
【○】子供たちを第一に考え、子供たちを中心にした活動ができ、当初目
的の一つは達成できた。

協議会の
目的

【△】校舎内に児童がいる場合は校地入口門扉を締めており、安全確保と
の兼合いとなるが、オープンな雰囲気が感じられる対処が必要である。

活動環境

【○】会議資料は、分かりやすくするために可能な限り図式化された。
【○】テーマが重いため、堅苦しい会議にならないよう進行された。
【×】会議の開催頻度が多かったため、忙しいメンバーが苦労した。
【○】協議会の狙いの『熟議』は十分に実施できた。

会議運営

【○】LINEオープンチャットを活用しメンバー間のタイムリーな共有が図れた。
【△】保護者や地域への協議会の活動状況や成果の広報がさらに必要。

情報共有

【○】教職員から提示されたニーズの具体的な支援活動が開始される。お助け隊
【○】西小CS活動が動き始めたので、他校や地域との連携も出来そう。連携活動
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今後の協議会活動のポイント
これまで以上に 『育てたい子供像』 に沿うイベントの企画
／実施を進める

おやじの会(仮称)の設立

会議の運営方法やLINEを使った情報共有は継続

学校ニーズに答えるお助け隊活動による「学校と地域の連
携（副次作用としての地域間連携も）」の推進

保護者や地域への広報方法の検討と実践

他校の運営協議会との連携


